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ＮＢＳアナウンサーや県の防災ダック君らによる防災教室の様子     防災連携についての協議①の様子 

 

水害（川の氾濫）防止対策について学んでいる様子          防災連携についての協議②の様子 

 

 
 
 
 
 
 

   
（２）１０月４日（金） ５年 理科流れる水のはたらきの公開授業、授業研究会 
  授業支援：千曲川河川事務所防災情報課 小林 卓生 様 平林 進 様 

連携のあり方に関する協議： 信州大学 本間 喜子先生 指導 
 
 
 
 
 
 
 
平成７年の県北部豪雨で増水した裾花川の写真を見たり、長野市や地域の水害対策を聞い

たりして、防災について考え合った。児童は、「水位を観測する機械を登下校中に見るけ

ど、いままで何なのか知らなかった。山王小の近くにたくさんの水害を防ぐ工夫があるこ

とが分かった」と語り、防災意識を高めた。なお本単元の実施にあたり、４２ページに及

ぶ副読本「流れる水のはたらき」（企画・制作･･･千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対

策協議会）を作成頂くことができた。大変有り難かった。今後も教材として活用したい。 
（この 1 週間後台風１９号による水害が発生。本授業を思い起こした児童も多かった） 
 
６ 事業の成果及び今後の課題 

本事業を活用して、地震災害と風水害のそれぞれについて学習を深めることができた。

また学校が「避難所」となった場合の運営や地域と連携した合同避難訓練の実施に向けて

課題はあるが、協議の場を何回か持つことができ前進している。本事業が継続３年目とい

うことで、保護者や地域の方の関心も高まってきた。 
 

７ まとめ 

本事業に参加できたため、本校の目指す防災教育の方向が見えてきたと感じる。次年度

も今年度の成果をいかしながら防災組織づくりや避難方法の改善を検討したり、職員・児

童の意識を高めたり、地域との連携を深めたりしていきたいと考えている。          
（文責 教頭 柄澤  敏） 

 
 
 
 
 
 
 
１ 本校の防災教育について  

 本校の「いいづなタイム（総合的な学習の時間）」では，2，3 学年でそれぞれ

職場体験学習と中学生議会を体験活動の中核に据えるキャリア教育「未来への

パスポート」，主権者教育「15 歳の提言」の学習に取り組み，学校教育目標「自

主」「友愛」「剛健」の具現を図ってきている。  
しかし，それらの学習を支える 1 学年の総合的学習は，これまで地域学習等

に取り組んできたが，時間数が 50 時間に限られていたり，地域の特性から冬場

に校外での学習を行うことが難しかったりするなどの困難点があった。  
 そこで，生徒会が東日本大震災で原発事故が起こった福島への支援を取り組

んできた経緯もあり，平成 29 年度から 2 年間 1 学年後期の総合的な学習の時

間で防災教育「震災～故郷への思い～」を実践してきた。自分たちが日常生活を

送る地域の自然災害に目を向けて，町のフィールドワークを通して，防災マッ

プを作成し，自分たちがどう行動したらよいかを考え，防災意識の向上を図っ

てきた。  

 今年度は 1 学年の総合的学習は新たな題材に取り組んだこともあり，防災マ

ップづくりを 3 年生の総合的学習での選択講座で行うとともに，日常での防災

への取り組みを見直し図った。さらには学区内の小学校との連携を図った取組

を試行し始めた。  
 
２ 今年度の主な取り組み  

 〇 飯綱中学校防災防犯マップの作成  
 〇 地区生徒会の見直し ～防災防犯班の設立～  
 〇 地域との連携  
 〇 防災マップの見直し  
 〇 小中の連携  
 
３ 今年度の取り組みの様子  

（1）「飯綱中学校防災防犯マップ」の作成  
 2 年間，生徒が作ってきた防災マップだが，日常生活では活用されておらず，

また大雨の降ったときも，防災マップを意識した生徒は少なく，いざというと

き「生徒自身も活用できないのではないか？」と感じられた。  
 また，本校は防犯マップを所有しておらず，防犯に関わる情報は家庭にメー

ルで送られるシステムになっているが，流された情報はその後利用されていな

 

学校防災アドバイザー派遣・活用事業の取組について  

 

防災マップづくりを中核に据えて防災教育  

 

飯綱町立飯綱中学校  
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い。  
 そこで、生徒が作った防災マップをベースに，

職員が家庭に通知した防犯上のデータを合わせ

て，「飯綱中学校防犯防災マップ」として家庭に通

知して，防災マップの活用を図った。  
 これにより，生徒の学習の成果を各家庭で利用

することができるとともに，防犯に関わる情報も，

位置情報とともに伝えることができるようになっ

た。また，防犯上の情報も地図上に整理でき，デ

ータベース化することができた。  
 さらに，何よりも生徒たちの学習の成果を各家

庭で利用できるという生徒にとっても励みになる

取り組みになった。  
 
 
 
（2）地区生徒会の見直し ～防災防犯班の設立～  
 少子高齢化が進むなか，地区生

徒会の活動が従来通りの活動と

して運営していくことが難しく

なってきている。本校ではこれま

でにいくつかの地区を一つにま

とめるなどの対応をしてきたが，

地区同士が遠すぎて，日常生活で

は生徒同士のかかわりがほとん

どない地区もある。  
 そこで，地区生徒会の役割を

「地域との交流」、「防犯防災」の

２つに捉えて，「地区との交流」の側面は町社会福祉協議会と  
共同して，協力いただける町のいきいきサロンを７月に一斉に開催していただ

き，全校生徒が自分の地区のサロンを中心に参加した。  
 生徒から好評だったことはもちろんだが，最初は子供たちと接することに不

安を感じていた地域のお年寄りからも，「とってもよかった」，「来年度も継続し

たい」との声が挙がった。  
 また，「防犯防災」に関しては，いざという

とき集団下校することを想定し，防犯防災班を

つくった。第１回の避難訓練の折に，グループ

のメンバーを確認し，いざというときの下校順

路を確認した。  
 今年度は第１回のみであったが，来年度以降

防災マップを知らせた  

家庭通知  

一学年通信より  
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は避難訓練時には毎回メンバーを確認し，さらには小中合同の引き渡し訓練の

実施など，連携も模索していきたい。  
 
（3）地域との連携  

６月に町社協が行う行事  
「いいづなふれあい広場」

が行われた。東日本大震災

で被災した福島の支援を行

っている「いいづなミツバ

チの会」からの誘いもあり，

デジタル安心安全マップを

ブースに展示することにした。  
 当日は２年間，総合的な学習の時間でお世話になった福島で被災された木村

さんも来場される中，２年間の学習について生徒に発表してもらった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 校 通 信

より  

防災マップづくりの活動を行って  
飯綱中学校ではいいづなタイム（総合的な学習の時間）で，「震災～故郷へ

の思い～」と題し，飯綱町の防災マップづくりをしました。この活動に取り

組んだ理由は，東日本大震災など，自然災害が多い日本だからこそ，自分た

ちの住んでいる地域をもう一度防災の観点で見直し，防災について深く考え

なければならいと思ったからです。  
 防災マップを作る前に，実際の自然災害はどれほど恐ろしいものか学ぶた

めに，木村紀夫さんからお話をお聴きしました。木村さんのお話から様々な

被害をもたらす地震の恐ろしさを改めて知り，実際に体験した方にしかわか

らない気持ちまで知ることができました。今まで自分たちには関係がないと

思っていた大災害ですが，どこでも起きる可能性があると感じることができ

ました。  
 防災マップづくりでは，自分たち自身が町に出てまわり，各地で地震，大

雨などの災害が起こったとき，危険な場所を見つけたり，避難するときの経

路を考えたりしました。  
 危険な場所は主に，崩れそうな地形の所や，大きな水たまりができそうな

坂道の所などで，避難経路を考えるときは，そのような場所を避けて通る道

を考えました。危険な場所や避難経路はインターネット上のひとつの地図に

まとめられています。  
 やってみての感想は，いつも何気なく歩いている道を改めて見ると，危険

場所が多くて，そこを避けて通る避難経路を見つけるのは大変でした。つく

ったマップを今後飯綱町で過ごしていく中で，大雨や地震などの災害が起き

たときに，有効に使えるようにしていきたいと思います。  
 私たちはこの学習を通して，防災意識が高まりました。防災マップづくり

で自分たちの地域は「ここが危険なんだ」や，この場所を通ると「安全だ」

と気づくことができ，次につなげることができました。また，「もしもの時」

には今回学んだことを生かし，地域の方々をリードし，共に助けるようにし

ていきたいと思います。  
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 木村さんの講演は，２年生と３年生それぞれが別な時期にお聴きしているが，

同じ学習に取り組んできたため，異学年でも思いが共感できるよい発表になっ

た。デジタル安心安全マップをブースに展示したことは，町内の方々に生徒の

学習の成果を示すことにつながった。また，防災マップが町のハザードマップ

をベースにつくられているため，町内のたくさんの方に自分の地域のハザード

マップを確認していただくよい機会になった。今後，常時，町の中で防災マップ

を確認できるような方法を模索したい。  
 
（4）防災マップの見直し  
 ３年生の総合的学習では中学生議会を中核とする主権者教育「私の飯綱町～

15 歳の提言～」に取り組んでいる。７月にはより町について知る活動の一環と

して，各教科で講座を開き，教科の学習と関連する内容を学習した。  
 理科では「自分の通学路、避難場所の安全を考えよう」をテーマにして，理科

の地層の学習と絡めながら，以下の課題を追究しながら地域を巡り，防災マッ

プを作成した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 なぜなら，木村さんの講演を聴き，自然災害が多い日本だからこそ，もっ

と関心をもち，私たちが今何をできるのかを考え，それをボランティア活動

などの行動に移すべきであることを学んだからです。  
 そして，このように防災について発表できる場などで，今回学んだことを

地域の方々など多くの人たちに学んでもらい，飯綱町，そして日本全体で防

災についての取り組みを行っていくことが大切だと思います。そのようにす

ることによって，これからの未来が安心で素晴らしい世の中になると私は考

えます。  
2019／6／29（土）「いいづなふれあい広場」での生徒発表  

課題 1）自分の通学路、住んでいるところの周囲、避難場所となる公民館まで

の道など，自分が利用する場所にこのような地形はないだろうか。また、地滑

りの危険地帯として指定されている場所になっていないだろうか。  
課題 2）北国街道など古くからあった道が川を横切っている場合、橋の高さが

低い場合がある。このような橋は大雨の時に水がかり，この場合、通行不能に

なってしまう恐れがある。自分の通学路や避難所への避難経路にこのような場

所はないだろうか。  
課題 3） 地下に断層があって地上まで現れている場合は崖となっている場合

がある。飯綱町は飯縄山などの火山灰が堆積しているため、地下に断層がある

かどうかはっきりしていない。ところが飯綱町では江戸時代に大きな地震によ

る被害があった記録がある。このような場合は地上に直線上の地形があった

り，地下からの力で道路やコンクリートの構造物に割れ目やひびが入る場所が

直線上に存在する場合がある。

る。自分たちの住んでいる地区やその周辺でこのような印は無いだろうか  
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 3 学年の生徒は 1 年時に防災マップを作成してきた生徒たちである。さらに

理科の学習と関連させながら学習したことで，教科の学習と総合的な学習の関

連により一層理解が深まり，また教科学習の有用性を生徒が実感できる場面に

なった。  
 今後，防災マップを作成する上で，教科学習との関連をさらに深めて学習を

展開することで，より教科横断的な総合的学習を展開していきたい。  
 
（5）小中の連携  
 防災マップのシステムを小学校にも広げてい

くため，学区内の二小学校でも利用できるよう

に研修会を開いた。  
 小学生にはデータの見直しは難しいのではな

いかと感じていた先生もいたが，実際に操作し

てみて，小学生でも十分編集できることを実感

した研修会になった。  
 今後，さらに小中の連携を図り，防災マップを

町全体で活用できるものにしていきたい。  
 
４ 事業の成果及び今後の課題  

 今年度，防災教育について職員の中で共通基盤をつくるために，2 学期に全職

員で廣内先生の講演をお聴きした。また，昨年度，設立した「飯綱町学校防災防

犯推進委員会」を今年度も引き続き開催した。校内で防災教育に関わる共通理

解ができてきている。さらには町全体で共同して防災に関わる取り組みを実践

する気運も高まってきている。  
 10 月には本県でも台風 19 号の影響で，想定外の災害が起きている。防災教

育は待ったなしで，より現実味をもって取り組んでいかなければならない。  
通学区が広範囲の本校では中学校単独の引き渡し訓練は意味がないので，来

年度は小中合同での引き渡し訓練を行う予定である。今後さらに職員全体で共

通意識をもって防災教育に取り組むとともに，町内の小学校，町内の関係機関

とも連携を強化して防災教育に取り組んでいきたい。  
（文責：飯綱中学校 総合的な学習の時間係  伊藤秀雄）  

 
 
 
 
 
 
 


